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平成 27 年度第 6 回 志太建築士会理事会 
 
記 録 ： 事 務 局  森 ⽥  
⽇  時 ： 平 成 ２ ８ 年 ４ ⽉ ４ ⽇ （ ⽉ ）  
     １ ８ ： ３ ０ 〜 ２ ０ ： ０ ０  
会  場 ： 藤 枝 ⽣ 涯 学 習 セ ン タ ー   
出 席 者 ： 理 事  ２ １ 名  監 事 １ 名  そ の 他 １ 名  
■ 開 会 の こ と ば  中 村 副 会 ⻑  
・ ご 苦 労 様 で す 。 暖 か く 、 桜 の 花 が き れ い な 季 節 と
な り ま し た 。  
本 ⽇ は 、 平 成 27 年 度 最 後 の 理 事 会 と な り ま す 。  
宜 し く お 願 い 致 し ま す 。  
 
■ 会 ⻑ 挨 拶   岩 倉 会 ⻑  
・ こ ん ば ん は 。 4 ⽉ 2 ⽇ の ⼥ 性 部 会 主 催 の 『 明 智 鉄
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道 ハ イ キ ン グ 』 に ⾏ っ て ま い り ま し た 。  
と て も 楽 し い 時 間 を 過 ご す こ と が 出 来 ま し た 。  
本 ⽇ も 慎 重 審 議 お 願 い 致 し ま す 。  
 
■ 報 告 事 項  杉 村 事 務 局 ⻑   
・ 理 事 会 案 内 の メ ー ル に 先 ⽉ 開 催 の 三 役 会 の 議 事 録
が 添 付 し て あ り ま す の で 、  
各 々 ご 確 認 願 い ま す 。  
 
■ 議  題   
１ ． 会 員 加 ⼊ 状 況  会 費 納 ⼊ 状 況  事 務 局 下 嶋  
  新 ⼊ 会 員  
・ 鶴 橋 悟 (ﾂﾙﾊｼｻﾄﾙ)⽒ ・ 勤 務 先 :㈲ ⼭ 梨 配 管 ・ 会 員 区
分 :事 業 所 会 員 ・ 紹 介 者 :塩 澤 副 会 ⻑  
 
  新 ⼊ 会 員 の 承 認 に つ い て  杉 村 事 務 局 ⻑  
・ 新 ⼊ 会 員 希 望 者 、 鶴 橋 ⽒ に つ い て 理 事 会 で の 承 認
を 得 た い と 思 い ま す 。  
※ 理 事 全 員 の 承 認 に よ り ⼊ 会 決 定 と す る 。 但 し 句 切
り の 良 い と こ ろ で 次 年 度 か ら ⼊ 会 と す る 。  
  
２ ． 各 委 員 会 と 各 地 区 の 活 動 報 告 及 び 活 動 計 画           
各 担 当 役 員  
 
会 員 委 員 会  北 川 委 員 ⻑  
・ 2 ⽉ 及 び 3 ⽉ 開 催 な し  
① 総 会 の 準 備 作 業  
② 次 年 度 は チ ラ シ を 有 効 に 利 ⽤ し 、 会 員 拡 ⼤ に 努 め
ま す 。  
 
情 報 委 員 会  斎 藤 委 員 ⻑  
・ 2/26(⾦ )委 員 会 開 催  
① 『 新 う ご き 』 編 集 担 当 に つ い て の 打 合 せ  
② 次 年 度 予 定 事 業 の 話 し 合 い (facebook 活 ⽤ セ ミ ナ
ー 講 習 会 ) 
 
ス キ ル ア ッ プ 委 員 会  佐 野 委 員 ⻑  
・ 2/19(⾦ )委 員 会 開 催  
① 本 年 度 の 反 省  
② 次 年 度 の 計 画 案 の 検 討  
  (詳 細 に つ い て は 、 こ れ か ら ) 
・ 4/27(⽔ )総 会 時 勉 強 会 開 催 予 定  
 → ま ち づ く り セ ン タ ー に よ る 『 ま ち せ ん Ｑ ナ ビ 最
新 版 』 の 解 説 を 中 ⼼ と し た 勉 強 会  
資 料 代 ⾦ に つ い て は 、 参 加 者 に 会 費 と し て ⼀ 部 徴 収
と し 、 本 ⼠ 会 に て ⼀ 部 負 担 と し ま し た 。  
ま ち づ く り 委 員 会  塚 本 委 員 ⻑  
・ 2/23(⼟ )委 員 会 開 催  

① 本 年 度 の 反 省 及 び 次 年 度 の 計 画 検 討  
・3/21(⽉ )藤 枝 市『 静 岡 ⽂ 化 財 め ぐ り 』講 師 (建 築 物
解 説 者 )と し て 参 加 (当 委 員 会 5 名 ) 
→ 午 前 :掛 川 市「 ⽇ 坂 宿 」藤 ⽂ 、萬 屋 、川 坂 屋 の ⾒ 学
及 び 解 説 後 、 事 任 ⼋ 幡 宮 ⾒ 学  
 午 後 :掛 川 城 周 辺 を 散 策 (城 跡 、 堀 、 徳 川 家 光 の 霊
廟 の ⾒ 学 及 び 解 説 )後 、⼤ ⽇ 本 報 徳 社 に て「 旧 遠 江 国
報 徳 社 公 会 堂 」 解 説 等 々  
 
Ｔ Ｏ Ｕ Ｋ Ａ Ｉ － ０ 特 別 委 員 会  ⼤ ⽯ 委 員 ⻑  
・2/10(⽔ )マ イ ナ ン バ ー 説 明 会 開 催 :島 ⽥ 市 プ ラ ザ お
お る り (出 席 者 23 名 ) 
・ 2/26(⾦ )委 員 会 開 催  
① 本 年 度 の 反 省 及 び 次 年 度 の 活 動 計 画 検 討  
② 次 年 度 役 員 選 別  
 
⼥ 性 部 会  増 ⽥ 部 員  (五 ⼗ 嵐 部 会 ⻑ の 代 理 ) 
・ 4/2(⼟ )明 智 鉄 道 ハ イ キ ン グ 開 催  
 → 当 初 3/26(⼟ )を 予 定 し て い た が 4/2(⼟ )に 変 更 。 
  １ １ 名 参 加 (⾶ ⼊ り １ 名 含 む )  
  岩 村 町 の 歴 史 の 街 並 み 散 策 し て き ま し た 。  
  
Ｐ .ｅ ｃ ｏ 特 別 委 員 会  中 澤 部 会 ⻑  
・ 特 に な し  
 
施 ⼯ 部 会  ⾕ 澤 代 表  
・ 2/20(⼟ )施 ⼯ 部 会 (勉 強 会 )開 催 (参 加 者 19 名 ):東
海 ガ ス シ ョ ー ル ー ム 「 く り っ ぴ ー プ ラ ザ 」  
→ 電 ⼒ ⾃ 由 化 に つ い て の 勉 強 会  
 
各 地 区  
島 ⽥ 地 区  佐 野 地 区 ⻑  
・ 本 年 度 の 報 告 書 作 成  
・ 次 年 度 の 計 画  
 
焼 津 地 区  奥 ⼭ 地 区 ⻑  
・ 2/9(⽕ )焼 津 市 建 築 よ ろ ず 相 談 実 施  
・ 3/4(⾦ )次 年 度 よ ろ ず 相 談 の 計 画  
・ 3/8(⽕ )本 年 度 最 後 の よ ろ ず 相 談 実 施  
 → 本 年 度 12 回 の 実 施 、延 17 組 の ⽅ が 相 談 に 来 ら
れ た 。  
焼 津 地 区 会 員 28 名 中 18 名 に 参 加 協 ⼒ を 頂 い た 。  
・ 3/10(⽊ )よ ろ ず 相 談 参 加 者 (相 談 員 )に て 、 反 省 会
及 び 慰 労 会 開 催 (10 名 ) 
・ 3/16(⽊ )本 年 度 事 業 報 告 、 最 終 会 計 報 告 、 次 年 度
事 業 計 画 の 提 出  
・ 4/12(⽕ )平 成 28 年 度 、 第 ⼀ 回 焼 津 市 建 築 よ ろ ず
相 談 実 施 予 定  
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・ 5/10(⽕ )同 第 ⼆ 回 実 施 予 定  
    
藤 枝 地 区  池 野 地 区 ⻑   
・ 3/15(⽕ )よ ろ ず 相 談 (本 年 度 終 了 )反 省 会 及 び 慰 労
会 開 催 (14 名 ) 
 
３ ． 平 成 28 年 度 総 会 に つ い て  
   ・ 資 料 確 認 ： ⼀ 部 ⼿ 直 し  
   ・ 勉 強 会 に つ い て ： ス キ ル ア ッ プ 委 員 会 佐 野
委 員 ⻑ よ り 説 明  
・ 次 年 度 の 予 算 に つ い て 、 各 委 員 会 に は 予 算 は 少 な
い が 充 実 し た 事 業 を お 願 い し ま す 。  
・ 総 会 時 の 役 割 分 担 を お 願 い し ま す 。  
・ そ の 他 ： 事 務 局 に て 総 会 資 料 精 査 し 、 4/15(⾦ )に
印 刷 に か け る 予 定 で す 。  
各 委 員 ⻑ 及 び 担 当 者 は 本 ⽇ 配 布 の 総 会 資 料 に つ い て
訂 正 事 項 等 あ り ま し た ら 、  
早 急 に 事 務 局 ま で 連 絡 く だ さ い 。  
・ 総 会 後 の 懇 親 会 の ア ト ラ ク シ ョ ン を “ト ラ ン ペ ッ
ト ・ ピ ア ノ ・ ベ ー ス で の 演 奏 ”で お 願 い し ま し た 。  
 
４ ． そ の 他  
・ 以 前 島 ⽥ 市 に 提 出 し た 「 空 き 家 調 査 」 の ⾒ 積 に つ
い て 、 市 担 当 者 か ら 予 算 が 通 ら ず 、 市 の 職 員 に て 空
き 家 調 査 を ⾏ う ⽅ 向 で 計 画 検 討 し て い る 旨 の  
 報 告 が あ り ま し た 。 (岩 倉 会 ⻑ ) 
    
 
■ 監 事 所 ⾒  
 ⽇ 野 監 事  
 ・ ま ち づ く り 委 員 会 の 掛 川 で 開 催 さ れ た ⽂ 化 財 巡
り に つ い て と て も 良 か っ た と 聞 い て お り ま す 。  
ま た ⼥ 性 部 会 に よ る 明 智 町 散 策 も よ い 事 業 だ と 思 い
ま す 。  
歴 史 的 建 造 物 を 保 存 す る の は 建 築 技 術 や 予 算 だ け で
な く 、 建 物 に 関 わ る ⼈ た ち の 協 ⼒ が ⼤ 事 な こ と な の
で は な い か と 思 い ま す 。  
本 ⽇ は 、 ご 苦 労 様 で し た 。  
  
■ 閉 会 の こ と ば  
 塩 澤 副 会 ⻑  
 ・ 会 の 懐 具 合 は 苦 し い で す が 、 沢 ⼭ の 事 業 を ⾏ っ
て い る 素 晴 ら し い 会 だ と 思 い ま す 。  
次 年 度 も ご 協 ⼒ お 願 い 致 し ま す 。  
本 ⽇ は あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 
 
 

明智・岩村ハイキング 
 
明 智 鉄 道 で お 花 ⾒ 弁 当 列 ⾞ 、 岩 村 町 の 歴 史 の 街 並 み
散 策  
平 成 ２ ８ 年 ４ ⽉ ２ ⽇  １ １ 名 の 参 加 、 ⻘ 春 切 符 で ⾔
っ て き ま し た 。  

岩 村 町 の 街 並 み  

 

参 加 者 と お 花 ⾒ 弁 当 、 急 ⾏ 列 ⾞ で 明 智 駅 ま で 普 通 列
⾞ よ り 遅 い 列 ⾞ で し た 。楽 し い 時 間 が 過 ご せ ま し た 。 
 
 
              4 月号編集担当 斎藤 兼司 


